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5

はじめに

は
じ
め
に

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
？
」

「
あ
の
北
極
に
近
い
、
寒
～
い
国
？
」

                            

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

私
が
暮
ら
し
て
い
た
の
は
、
北
極
圏
に
あ
る
極
寒
の
国
「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
」
で
は
な
く
、
イ
ギ

リ
ス
の
西
側
、
北
海
道
の
面
積
の
八
割
強
ほ
ど
の
小
さ
な
島
国
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」。

よ
く
歌
わ
れ
る
「
ダ
ニ
ー
・
ボ
ー
イ
」
の
曲
が
生
ま
れ
た
国
…
…

昔
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
問
題
な
ど
で
、
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
す
ぐ
隣
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
統
治
さ
れ
、

８
０
０
年
も
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
食
料
供
給
基
地
の
よ
う
な
役
割
を
課
さ
れ
て
き
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
苛
酷
な
歴
史
を
背
負
っ
た
国
…
…
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人
々
は
も
と
も
と
独
自
の
言
葉
を
話
し
て
い
た
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
支
配
が
始
ま
る
と
、
自
国
の
言
葉
も
、
宗
教
も
、
教
育
を
受
け
る

こ
と
も
、
自
国
の
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
さ
え
も
禁
じ
ら
れ
、
農
民
は
ひ
た
す
ら
イ
ギ
リ
ス
人
の

不
在
地
主
の
下
の
小
作
農
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。

と
い
っ
て
も
、
生
産
し
た
小
麦
な
ど
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
た
ち
の
口
に
は
入
ら
ず
、
こ
と
ご

と
く
イ
ギ
リ
ス
に
送
ら
れ
て
し
ま
う
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
た
ち
が
食
し
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
…
…

だ
が
、
１
８
４
５
年
に
は
胴
枯
病
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
襲
い
、
数
年
に
わ
た
る
猛
烈
な
飢
饉
を
引

き
起
こ
し
た
。

主
食
で
あ
っ
た
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
を
失
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
々
の
内
、
１
０
０
万
を
超
え

る
人
々
が
餓
死
し
、
さ
ら
に
１
０
０
万
以
上
の
人
々
が
祖
国
を
捨
て
、
苛
酷
な
船
旅
を
選
び
、
遠

い
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
に
渡
っ
て
行
っ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
ー
大
統
領
の
曽
祖
父
の
よ
う
に
…
…

そ
ん
な
苛
酷
な
歴
史
を
持
つ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
私
が
着
い
た
の
は
１
９
７
０
年
代
中
頃
の
事
。
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はじめに

私
は
昔
か
ら
英
語
が
好
き
で
駅
の
売
店
で
「
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
」（T

he Japan T
im

es

）

を
買
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
巻
末
に
は
分
厚
い
「
人
材
募
集
欄
」
が
付
い
て
い
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
順
繰
り
読
ん
で
い
る
と
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
産
業
開
発
庁
人
材
募
集
！
」

の
記
事
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
？
」

き
っ
と
、
清
く
澄
ん
だ
空
の
下
、
緑
の
草
が
生
い
茂
り
、
可
愛
ら
し
い
家
々
が
立
ち
並
び
、
陽

気
な
人
々
の
住
む
美
し
い
国
な
の
だ
ろ
う
…
…

早
速
、
電
話
を
か
け
て
み
た
。

面
接
が
決
ま
り
、
間
も
な
く
勤
務
と
な
っ
た
。

一
年
ほ
ど
経
つ
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
現
地
で
の
研
修
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。

「
数
週
間
の
研
修
の
予
定
」
が
「
一
年
の
滞
在
」
に
。
そ
し
て
、
結
局
、
１
４
年
近
く
の
滞
在
と

な
っ
た
。

人
生
と
は
、
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
る
も
の
。

私
の
場
合
は
、
不
思
議
な
こ
と
の
起
こ
る
頻
度
が
や
や
高
か
っ
た
よ
う
…
…
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当
時
、
い
ま
だ
貧
し
さ
の
残
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
、
な
ぜ
、
私
は
１
０
余
年
に
も
及
ぶ
長
期
の

滞
在
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

私
は
、
昔
、「
江
戸
」
と
呼
ば
れ
た
東
京
の
下
町
に
生
ま
れ
、
素
朴
で
人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
た
ち

の
暮
ら
す
街
で
育
っ
た
。

そ
ん
な
私
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
市
と
い
う
、
長
期
に
わ
た
り
イ
ギ
リ
ス
の
施
政
下
に

置
か
れ
、
苦
い
歴
史
を
背
負
っ
た
人
た
ち
、
ま
た
、「
隣
人
を
愛
せ
」
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
教
義
を

信
じ
る
人
た
ち
の
住
む
街
に
入
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
、
私
の
故
郷
に
住
む
人
た
ち
と
同
様
、
素
朴
で
人
情
味
あ
ふ
れ
る
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
人
た
ち
だ
っ
た
。

私
は
東
京
か
ら
ダ
ブ
リ
ン
の
街
に
、
特
に
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
な
く
、
す
っ
と
ス
ラ
イ
ド
を

し
て
い
っ
た
よ
う
な
気
も
す
る
。
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はじめに

私
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
産
業
開
発
庁
東
京
事
務
所
で
勤
務
を
開
始
し
、
翌
年
に
は
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
首
都
ダ
ブ
リ
ン
市
に
あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
銀
行
本
店
で
勤
務
を
始
め
た
。
さ
ら
に
、
そ

の
翌
年
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
産
業
開
発
庁
ダ
ブ
リ
ン
本
庁
で
勤
務
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

滞
在
中
、
私
は
思
い
も
寄
ら
ぬ
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ダ
ブ
リ
ン
で
は
窃
盗
に
あ
っ
た
り
も
し
た
。
だ
が
、
私
は
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

全
て
は
貧
し
さ
ゆ
え
の
こ
と
…
…

現
在
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
グ
ー
グ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
世
界
の
名
だ
た
る
企
業
が
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
拠
点
」
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
置
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
や
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
「
世
界
の
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
国
際

通
貨
基
金
・
２
０
２
２
年
）
で
は
、
日
本
の
第
２
８
位
を
遥
か
に
凌
ぐ
、「
世
界
第
２
位
の
豊
か
な

国
」
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
私
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
暮
ら
し
、
勤
務
し
た
、
当
時
の
思
い
出
を
つ
づ
っ
た
。

こ
の
記
録
を
読
ま
れ
る
方
々
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
の
果
て
の
小
さ
な
島
国
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」

に
ご
興
味
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
嬉
し
く
思
う
。




